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１．はじめに 

 本研究は，千葉県内の先生方に考えていただい

た観点別評価から見える傾向と，定期考査の実態

についてまとめたものである。高等学校にも観点

別評価の導入が検討されている中で，今後の指導

と評価の在り方について考察したい。 

２．評価基準の作成とその考察 

(1)評価基準の作成 

 平成 29 年８月，千葉県高等学校教育課程研究

協議会(数学)において，約 150 名の先生方を３人

ずつのグループに分けて「数学Ⅰ」の評価基準の

作成に取り組んでもらった。 

 数学部会研究委員会で編集した冊子を平成 30

年８月に行われた同協議会に出席した全高等学校

に配付した。また，編集する中で以下のような考

察ができ，それが本研究につながることとなる。 

(2)観点の傾向 

 表１は各指導内容における重点評価項目の出現

回数をまとめたものである。 

表１：重点評価項目の出現回数 

 

「集合と命題」では他の単元と比べて「見方・考

え方」の観点で評価する傾向が強い。教える側が

「この単元では思考力を必要とする」と感じてい

ることは，この単元を苦手と感じる生徒が比較的

多いことからも頷ける結果である。 

 評価する観点に偏りが見られた。特に，全体的

に「関心・意欲・態度」を評価する場面が少ない

傾向がある。 

 授業に臨む上での教員の意識の傾向がつかめた

上で，授業と並ぶ評価の重要な材料である定期考

査に関してはどうであろうかと考え調査した。 

３．定期考査との相関と傾向 

 数学部会内の研究委員が所属している高等学校

の定期考査を持ち寄り，前述の評価基準との相関

があるかを調べた。調査する単元は，計算だけに

偏ることなく観点がバランスよく出題できそうな

２次関数に絞った。表２は考査の設問数である。 

表２：観点別に見た設問数 

 

 表２から読み取れることとして，学力上位校ほ

ど「見方や考え方」を必要とする問題が多く見ら

れる傾向がある。 

 定期考査で「関心・意欲・態度」を測ることは

難しいと考えられる。そもそも，意欲があるとは

どういうことなのか。我々は今後ますます生徒の

主体性が問われる授業を求められるのではないか。 

４．おわりに 

 国立教育政策研究所は「21 世紀型能力」とし

て，基礎力・思考力・実践力を分離・段階的では

なく，重層的に捉えている。例えば，基礎力は思

考力の支えとなるが，思考力育成に伴い基礎力が

育成されることもある，としている。我々はいか

なる授業でも３つの資質・能力を意識することが

求められている，と研究者は考える。 

 また，今回の研究の発端となった評価基準の作

成では「評価の材料」までは協議しなかったが，

指導と評価の一体化を考えることが重要である。

生徒の成長を読み取り，評価してから，指導方法

を振り返り，授業改善し，評価を生徒にフィード

バックして生徒の意欲や成長につなげたい。 
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